
 Opengateとは、佐賀大学において開発・運用を行っているネット
ワーク利用者認証システムです。持ち込みPCや公開端末のネット

 佐賀大学では、連携する情報システムの中で、現在、以下の情報
システムがシングルサインオン認証で利用可能です。用 。 み や 開 末

ワーク利用認証を行い、ネットワークのサービスを利用者に提供しま
す。佐賀大学の構成員約一万人の教職員や学生の他に、学外者の一時
利用も可能です。

このOpengateを、Shibbolethによるシングルサインオン認証に
対応させ、平成22年3月より全学で運用を開始しました。
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対応させ、平成22年3月より全学で運用を開始しました。

各種情報システムもシングルサインオン(Shibboleth)に対応させた
ことで、再認証なしで利用することができるようになりました(図
1)。
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佐賀大学では、学術認証フェデレーション「学認」に参加するこ
とで、電子ジャーナルであるSpringerや、CiNiiなどの学外サービス
を、シングルサインオンで利用することが可能となっています。

新たなOpengateは、シングルサインオン認証後にShibbolethよ
り得られる利用者の属性情報をもとにして、任意のWebページを表
示することが可能です。

このWebページを、学内で運用する情報システムのポータルサイト

を、シングルサインオンで利用することが可能となっています。

Opengateも「学認」に参加している組織の方であれば、自大学
のIdPで認証することで、佐賀大学でのインターネットを利用する
ことが可能です。佐賀大学にお越しの際は、是非ご利用ください。

とすることで、各情報システムの利用が可能なります。

連絡先: opengate@ml.cc.saga-u.ac.jp


